
武
上
真
理
子

『
科
学
の
人
・
孫
文
　
思
想
史
的
考
察
』

　
そ
ん
な
状
況
下
で
刊
行
さ
れ
た
本
書
は
、
久
し
ぶ
り
に
日
本
の
学
界
に
現

れ
た
新
た
な
孫
文
研
究
者
の
手
に
な
る
、
従
来
の
研
究
と
は
相
当
に
異
な
っ

た
斬
新
な
視
点
か
ら
の
孫
文
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
い
に
期
待
せ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。

深
　
町
　
英
　
夫

二

本
書
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

評書

【

　
辛
亥
革
命
一
〇
〇
周
年
に
当
た
る
二
〇
＝
年
に
は
、
孫
文
に
関
連
す
る

著
作
の
出
版
が
日
本
国
内
で
も
相
継
い
だ
（
評
者
も
時
流
に
乗
っ
た
ク
チ
で

あ
る
）
。
そ
れ
以
後
は
、
安
藤
久
美
子
判
孫
文
の
社
会
主
義
思
想
中
国
変
革

の
道
軸
（
汲
畜
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
と
、
横
山
宏
章
『
素
顔
の
孫
文
国
父

に
な
っ
た
大
ぼ
ら
吹
き
蜘
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
と
い
う
、
ベ
テ
ラ

ン
学
者
に
よ
る
長
年
の
研
究
に
基
づ
く
孫
文
論
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

来
年
の
孫
文
生
誕
｝
五
〇
周
年
ま
で
は
一
休
み
と
い
っ
た
趣
で
あ
る
。

　
日
本
の
中
国
近
代
史
学
界
で
孫
文
が
流
行
の
研
究
課
題
で
は
な
く
な
っ
て

か
ら
、
す
で
に
四
半
世
紀
ほ
ど
が
過
ぎ
て
い
る
。
い
や
、
孫
文
の
み
な
ら
ず

革
命
家
の
人
物
研
究
そ
の
も
の
に
対
し
て
、
学
界
の
傍
流
と
い
う
位
遣
づ
け

が
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
唯
一
、
蒋
介
石
の

み
は
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所
に
お
け
る
日
記
の
公
開
に
伴

い
、
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
各
国
の
学
界
で
研
究
バ
ブ
ル
が
続
い
て
い
た
が
、

そ
れ
も
山
田
辰
雄
・
松
重
充
浩
編
『
蒋
介
石
研
究
政
治
・
戦
争
・
日
本
』

（
東
方
書
店
、
二
〇
＝
一
一
年
）
等
の
刊
行
（
こ
れ
に
は
評
者
も
参
加
し
て
い

る
の
だ
が
）
を
区
切
り
に
、
ど
う
や
ら
一
段
落
し
た
よ
う
だ
。

は
じ
め
に

緒
論
　
孫
文
思
想
の
見
取
り
図

第
一
章
　
孫
文
の
科
学
観
　
　
そ
の
原
点
と
到
達
点

第
二
章
　
孫
文
と
医
学
…
『
紅
十
字
会
救
傷
第
一
情
心
の
翻
訳
と
出
版

第
三
章
　
『
実
業
計
画
舳
の
同
時
代
的
位
相
　
　
中
国
経
済
開
発
計
画
の

　
　
　
　
背
景
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち

第
四
章
　
孫
文
と
工
学
　
　
門
太
平
洋
の
時
代
」
に
お
け
る
上
海
港

終
章
　
近
代
科
学
思
想
と
孫
文

補
論
　
孫
文
と
南
方
熊
楠

注解
表
一
覧

参
考
文
献
一
覧

初
出
一
覧

あ
と
が
き

索
引

各
章
の
内
容
を
、
以
下
に
略
述
す
る
。
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「
は
じ
め
に
」
は
、
「
孫
文
と
科
学
」
と
い
う
、
本
書
の
主
題
が
意
味
す

る
と
こ
ろ
を
定
義
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
い
う
「
科
学
」
は
「
科
学
的

社
会
主
義
」
「
科
学
的
発
展
観
」
の
よ
う
な
政
治
性
を
持
つ
概
念
で
は
な
く
、

ま
た
狭
義
の
自
然
科
学
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
「
サ
イ

エ
ン
ス
」
の
原
義
と
し
て
人
文
科
学
・
社
会
科
学
を
も
含
む
「
広
義
の
科

学
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
当
時
「
宗
教
に
代
わ
っ
て
世
界
の
総
体
を
解
釈
す

る
普
遍
的
真
理
の
地
位
を
獲
得
し
つ
つ
あ
っ
た
扁
と
こ
ろ
の
、
「
非
専
門
家

に
対
し
て
も
開
か
れ
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
を
も
含
む
概
念
で
あ

る
と
い
う
。
こ
れ
を
端
的
に
書
え
ば
、
世
界
観
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
評
者
は

理
解
す
る
。
著
者
は
孫
文
を
、
「
こ
の
時
代
が
多
数
取
出
し
た
、
広
義
の
科

学
に
通
暁
し
、
そ
れ
を
職
業
と
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
自
ら
の
思
想
と
行
動
を

統
べ
る
原
理
と
し
た
」
人
物
、
す
な
わ
ち
「
マ
ン
・
オ
ブ
・
サ
イ
エ
ン
ス
」

の
　
人
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
そ
し
て
、
彼
の
科
学
観
の
成
り
立
ち
と
「
サ

イ
エ
ン
ス
」
に
発
す
る
思
想
の
進
化
の
過
程
を
辿
る
と
い
う
、
本
書
の
基
本

的
な
課
題
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
「
緒
論
　
孫
文
思
想
の
見
取
り
図
」
は
、
ま
ず
中
国
大
陸
・
台
湾
お
よ
び

爾
洋
・
日
本
の
孫
文
研
究
史
を
詳
細
・
的
確
に
整
理
し
た
上
で
、
「
孫
文
の

思
想
そ
れ
自
体
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
研
究
が
や
や
低
調
」
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て
著
者
は
、
門
言
語
的
境
界
を
越
え

て
収
集
さ
れ
た
史
料
が
織
り
な
す
世
界
史
的
視
野
の
中
に
彼
の
思
想
を
跡
づ

け
」
、
さ
ら
に
「
革
命
家
と
し
て
の
孫
文
の
行
動
と
は
別
の
次
元
か
ら
彼
の

思
想
形
成
の
歩
み
に
光
を
当
て
」
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
彼
の
思
想
の
基
層

を
成
す
「
知
」
の
見
取
り
図
の
実
証
的
解
明
」
と
い
う
、
新
た
な
視
点
を
提

示
す
る
。

　
著
者
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
以
降
に
科
学
の
専
門
化
と
大
衆
化
が
同
時
に

進
行
す
る
中
で
出
現
し
た
、
英
文
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
書
籍
を

通
じ
て
、
孫
文
は
科
学
知
識
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
こ
れ

は
「
「
俗
流
科
学
」
へ
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
的
耽
溺
を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
〕
く
、
む
し
ろ
「
科
学
救
国
扁
を
掲
げ
た
新
文
化
運
動
と
同
様
に
、
「
圧

倒
的
な
破
壊
力
と
浸
透
力
」
を
持
つ
近
代
科
学
を
擁
す
る
西
洋
文
明
に
接
し

て
、
中
国
入
知
識
人
が
抱
い
た
「
啓
蒙
科
学
観
扁
の
一
つ
の
事
例
で
あ
る
と

い
う
。
さ
ら
に
著
者
は
基
礎
作
業
と
し
て
、
「
孫
文
思
想
の
見
取
り
図
」
を

伝
え
る
重
要
資
料
で
あ
る
、
上
海
孫
中
山
故
居
の
蔵
書
に
詳
細
な
分
析
を
加

え
て
い
る
。

　
門
第
一
章
　
孫
文
の
科
学
観
一
そ
の
原
点
と
到
達
点
」
は
、
香
港
西
医

書
院
の
創
立
過
程
と
教
育
内
容
、
そ
し
て
こ
の
英
中
事
帝
国
の
辺
境
／
接
点

に
お
い
て
孫
文
が
、
「
普
遍
的
真
理
と
し
て
の
サ
イ
エ
ン
ス
」
を
学
ん
だ
経

緯
を
詳
細
に
検
証
す
る
。
後
年
に
孫
文
は
、
細
胞
が
知
覚
を
持
つ
と
考
え
て

こ
れ
を
「
生
元
」
と
呼
び
、
ま
た
人
類
を
発
明
家
た
る
「
先
知
先
覚
」
、
宣

伝
家
た
る
「
後
知
後
覚
漏
、
実
行
家
た
る
「
不
知
不
覚
」
に
分
け
ら
れ
る
と

唱
え
た
。
こ
れ
ら
の
所
説
は
著
者
に
よ
る
と
、
当
時
は
一
般
的
だ
っ
た
エ
ル

ン
ス
ト
・
ヘ
ッ
ケ
ル
等
の
社
会
進
化
論
と
、
ネ
ル
ス
・
ク
ェ
ブ
リ
の
「
細
胞

の
知
性
」
論
を
結
合
さ
せ
た
も
の
で
、
特
に
後
者
と
同
じ
く
細
胞
を
生
命
の

基
本
単
位
と
し
た
の
は
、
香
港
西
出
書
院
で
の
顕
微
鏡
を
用
い
た
学
習
体
験

に
由
来
す
る
。
ク
ェ
ブ
リ
も
孫
文
も
専
門
的
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
で
は
な
か

っ
た
か
ら
こ
そ
、
狭
義
の
科
学
の
枠
を
越
え
て
「
包
括
的
な
知
の
体
系
を
構

想
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
の
で
あ
り
、
そ
の
所
説
は
「
科
学
の
成
果
（
と
自

ら
が
受
け
と
め
た
も
の
）
を
独
自
の
生
命
観
に
集
約
さ
せ
、
人
間
と
知
識
を

総
合
す
る
」
科
学
哲
学
と
呼
び
う
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　
「
第
二
章
　
孫
文
と
医
学
1
『
紅
十
字
会
翠
雨
第
～
法
睡
の
翻
訳
と
出
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二士

版
」
は
、
香
港
西
医
書
院
で
「
社
会
の
学
／
文
化
の
学
と
い
う
側
面
を
も
有

す
る
」
医
学
を
学
ん
だ
孫
文
の
、
卒
業
後
に
お
け
る
「
医
学
的
知
識
と
経
験

を
発
撮
し
た
業
績
」
と
し
て
、
英
文
救
急
医
療
書
の
翻
訳
を
取
り
上
げ
る
。

孫
文
が
英
国
滞
在
中
の
一
八
九
七
年
に
翻
訳
・
出
版
し
た
『
紅
十
字
会
救
傷

第
一
法
』
は
、
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
で

は
な
く
ロ
ン
ド
ン
で
製
版
・
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
、
す
で
に
恩
師
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
カ
ン
ト
リ
ー
か
ら
香
港
で
救
急
医
療
を
学
ん
で
い
た
孫
文
が
、
原
著
者

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
の
強
い
意
志
に
よ
り
日
本
語
版
に
次
ぐ
中
国
語

版
の
訳
者
に
選
ば
れ
た
。
救
急
法
（
フ
ァ
ー
ス
ト
・
エ
イ
ド
）
自
体
が
当
時

は
新
し
い
概
念
・
技
術
で
あ
り
、
平
易
な
医
療
書
の
刊
行
は
「
医
学
の
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
化
」
の
試
み
と
評
価
し
う
る
も
の
で
、
ま
た
原
著
に

な
い
「
紅
十
字
一
の
語
を
孫
文
が
同
書
に
冠
し
た
背
景
と
し
て
、
当
時
の
中

国
で
赤
十
字
組
織
の
設
立
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
「
第
三
章
　
　
『
実
業
計
画
』
の
同
時
代
的
位
相
　
　
中
国
経
済
開
発
計
画

の
背
景
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
扁
は
、
孫
文
が
外
国
の
資
本
・
技
術
に
よ
る
中

国
の
経
済
開
発
を
提
唱
し
た
著
作
で
あ
る
、
英
中
島
文
意
の
『
実
業
計
画
』

の
成
立
過
程
を
跡
づ
け
、
パ
リ
講
和
会
議
を
契
機
と
し
た
対
中
新
四
国
（
米

英
仏
日
）
借
款
団
の
成
立
と
い
う
時
代
背
景
や
、
非
現
実
的
な
「
夢
想
家
」

と
い
っ
た
欧
米
に
お
け
る
消
極
的
な
評
価
を
紹
介
す
る
。
他
方
、
鉄
道
と
海

運
の
連
関
に
よ
り
強
国
内
陸
を
国
際
経
済
に
接
続
さ
せ
る
と
い
う
構
想
が
、

米
国
公
使
ポ
ー
ル
・
ラ
イ
ン
シ
ュ
や
北
京
政
府
交
通
部
顧
問
ジ
ョ
ン
・
ベ
ー

カ
ー
、
そ
し
て
商
務
省
特
別
委
員
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ポ
ー
ル
・
ウ
イ
ザ
ム
や

工
学
生
の
許
貫
三
と
、
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
応
用

科
学
の
徒
で
あ
っ
た
孫
文
は
経
済
学
と
工
学
を
も
自
ら
の
科
学
の
射
程
に
加

え
入
れ
、
公
益
の
学
と
し
て
の
シ
ヴ
イ
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
土
木
工

学
）
の
原
義
に
即
し
た
、
工
学
の
書
と
し
て
『
実
業
計
画
騙
を
著
し
た
の
だ

と
い
う
。

　
「
第
四
章
　
孫
文
と
工
学
　
　
「
太
平
洋
の
時
代
」
に
お
け
る
上
海
港
扁

は
、
孫
文
が
『
実
業
計
画
臨
で
提
唱
し
た
三
つ
の
港
湾
建
設
計
画
の
一
つ
で

あ
る
「
東
方
大
港
」
案
は
、
「
地
図
や
数
値
デ
ー
タ
の
利
用
、
具
体
的
な
工

法
へ
の
言
及
な
ど
、
そ
の
記
述
の
細
や
か
さ
」
を
特
徴
と
す
る
も
の
だ
と
い

う
。
そ
し
て
こ
の
案
は
当
時
、
列
強
の
主
導
す
る
凌
三
局
が
提
示
し
て
い
た

上
海
築
港
計
画
を
参
照
し
つ
つ
も
、
「
外
国
資
本
の
手
中
に
あ
る
上
海
に
代

わ
る
べ
き
中
国
経
済
の
申
心
地
を
自
ら
の
手
で
創
設
し
よ
う
と
す
る
愛
国
主

義
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
説
く
。
そ
し
て
、
「
自
己
存

在
の
基
盤
と
な
る
地
域
の
発
展
を
図
り
、
徐
々
に
そ
の
範
囲
を
拡
大
し
て

い
」
く
と
い
う
、
「
内
か
ら
外
へ
」
の
ベ
ク
ト
ル
に
基
づ
い
た
二
心
の
水
利

事
業
に
対
し
て
、
孫
文
の
視
線
は
「
外
か
ら
内
へ
」
向
か
う
ベ
ク
ト
ル
、
つ

ま
り
「
世
界
地
図
上
か
ら
傭
鰍
す
る
よ
う
に
中
国
の
現
状
を
見
す
え
、
国
際

的
な
門
戸
の
｝
つ
と
な
る
べ
き
「
東
方
大
港
」
の
位
置
を
定
め
漏
た
上
で
、

「
長
江
を
遡
り
な
が
ら
地
域
住
民
の
生
活
に
ま
で
到
達
す
る
扁
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
。

　
「
終
章
　
近
代
科
学
思
想
と
孫
文
」
は
、
孫
文
が
英
文
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・

サ
イ
エ
ン
ス
書
籍
か
ら
広
範
な
科
学
知
識
を
吸
収
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
ら

の
書
物
を
通
じ
て
新
生
気
管
や
「
生
の
哲
学
」
（
特
に
ル
ド
ル
フ
・
オ
イ
ケ

ン
や
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
）
を
受
容
し
、
「
国
家
の
機
能
を
「
知
る
生
元
」

「
伝
え
る
生
元
」
「
働
く
生
元
」
に
分
化
さ
せ
、
巨
大
な
生
命
体
の
内
的
調

和
の
実
現
を
図
る
、
一
つ
の
巧
緻
な
戦
略
」
を
構
想
し
た
こ
と
、
「
科
学
と

人
生
観
」
論
争
の
参
加
暴
雨
の
よ
う
に
哲
学
と
科
学
を
対
立
的
に
捉
え
る
の

で
は
な
く
、
「
科
学
知
識
を
統
合
し
た
「
総
合
科
学
ヒ
と
し
て
自
己
の
哲
学

113 （543）



を
構
築
し
た
こ
と
を
説
く
。
そ
し
て
、
孫
文
の
「
生
の
哲
学
」
を
継
承
し

「
世
界
全
体
へ
と
「
生
命
扁
の
領
域
を
拡
大
す
る
」
こ
と
が
、
環
境
と
人
問

の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
「
主
客
二
髭
論
に
と
ら
わ
れ
な
い
東
洋
的
思
想
の
先
駆

性
と
重
要
性
」
が
指
摘
さ
れ
る
今
日
、
「
私
た
ち
す
べ
て
が
引
き
受
け
る
べ

き
課
題
」
で
あ
る
と
い
う
。

　
「
国
論
　
孫
文
と
南
方
熊
楠
」
は
、
「
世
界
観
の
基
底
と
し
て
彼
ら
が
共

有
し
た
（
あ
る
い
は
共
有
し
え
な
か
っ
た
）
「
科
学
扁
の
姿
」
を
明
ら
か
に

す
べ
く
、
熊
楠
の
米
国
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
と
の
接
触
や

「
東
西
の
科
学
と
思
想
の
架
橋
扁
へ
の
関
心
、
そ
し
て
渡
英
後
の
知
的
越
境

の
実
践
が
孫
文
を
触
発
し
た
可
能
性
（
例
え
ば
『
孫
文
学
説
』
中
の
ジ
ガ
バ

チ
に
関
す
る
記
述
）
、
孫
文
が
ハ
ワ
イ
か
ら
熊
楠
に
地
衣
標
本
を
寄
贈
し
た

逸
話
等
が
指
摘
さ
れ
る
。

三

　
以
下
に
本
書
に
対
す
る
評
者
の
所
感
を
記
そ
う
。

　
ま
ず
一
読
し
て
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
孫
文
と
関
連
の
あ
る
さ
ま

ざ
ま
な
周
辺
人
物
の
事
績
を
、
著
者
が
驚
嘆
す
べ
き
詳
細
さ
で
追
跡
調
査
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
注
目
に
値
す
る
の
は
、
英
米
人
を
中
心
に

孫
文
が
交
流
し
た
り
影
響
を
受
け
た
り
し
た
西
洋
入
の
経
歴
が
、
き
わ
め
て

丹
念
に
検
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
本
書
の
構
成
は
、

一
八
二
買
の
本
文
に
対
し
て
そ
の
三
分
の
一
強
の
六
七
頁
の
注
釈
が
付
く
と

い
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
の
蔵
書
を
孫
文
が
購
入
し
た
ト
マ

ス
・
ジ
ャ
ー
ニ
ガ
ン
、
広
州
満
面
医
院
附
設
医
学
校
の
創
設
者
で
あ
る
ジ
ョ

ン
・
カ
ー
、
香
港
西
医
書
院
に
お
け
る
恩
師
の
バ
ト
リ
ッ
ク
・
マ
ン
ソ
ン
と

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
カ
ン
ト
リ
ー
、
『
フ
ァ
ー
・
イ
ー
ス
タ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
幅
誌

の
主
宰
者
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
リ
ー
、
『
実
業
計
画
騙
を
積
極
的
に
評
価

し
た
ポ
ー
ル
・
ラ
イ
ン
シ
ュ
と
ジ
ョ
ン
・
ベ
ー
カ
ー
、
孫
文
の
「
東
方
大

港
」
計
颪
に
影
響
を
与
え
た
ポ
ー
ル
・
ウ
イ
ザ
ム
、
『
ト
ラ
ン
ス
・
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
』
誌
上
で
『
実
業
計
画
騙
を
紹
介
し
た
B
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
、
長
江

水
利
事
業
に
従
事
し
た
ヨ
ハ
ニ
ス
・
デ
・
レ
イ
ケ
と
ア
ウ
グ
ス
ト
・
フ
ォ

ン
・
ヘ
イ
デ
ン
ス
タ
ム
等
で
あ
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
香
港
西
医
書
院
や

赤
十
字
社
・
聖
ヨ
ハ
ネ
救
護
機
構
お
よ
び
凌
浦
局
の
設
立
過
程
や
活
動
内
容
、

さ
ら
に
は
噌
フ
ァ
ー
・
イ
ー
ス
タ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
臨
や
興
ト
ラ
ン
ス
・
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
』
と
い
っ
た
雑
誌
の
性
質
が
、
き
わ
め
て
多
様
か
つ
広
範
な
英
語

資
料
に
よ
り
詳
細
に
解
明
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
人
物
や
機
構
の
～
部
は
従
来
も
知
ら
れ
て
は
い
た
が
、
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
精
査
さ
れ
た
こ
と
は
管
見
の
限
り
少
な
く
、
ま
た
多
く
の
人
名
は

評
者
に
と
っ
て
全
く
の
初
耳
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
膨
大
な
情
報
が
孫
文
思
想

の
時
代
背
景
を
理
解
す
る
上
で
有
用
で
あ
り
、
ま
た
孫
文
と
日
本
の
関
係
に

着
目
し
が
ち
で
あ
っ
た
日
本
の
学
雰
に
お
い
て
は
、
開
拓
者
的
な
意
義
を
持

つ
こ
と
も
強
調
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
孫
文
の
科
学
を
め
ぐ
る
知
識
・
情
報
の
入
力
と
出
力
、
す
な
わ
ち

彼
の
科
学
思
想
の
形
成
と
表
明
の
過
程
を
、
孫
文
の
書
籍
購
入
・
閲
読
歴
や

著
作
の
成
立
過
程
の
み
な
ら
ず
、
中
国
・
西
洋
の
科
学
史
に
関
す
る
知
見
ま

で
を
も
踏
ま
え
て
、
丹
念
に
跡
づ
け
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、

『
孫
文
学
説
舳
で
提
起
さ
れ
た
「
生
元
」
説
の
背
景
と
し
て
、
顕
微
鏡
に
よ

り
観
察
さ
れ
る
細
胞
へ
の
関
心
と
い
う
共
通
点
が
、
孫
文
と
ク
ェ
ブ
リ
や
ヘ

ッ
ケ
ル
と
の
間
に
は
あ
り
、
滞
英
中
の
『
紅
十
字
会
救
出
第
～
法
臨
の
翻

訳
・
出
版
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
ジ
ア
へ
の
救
急
医
療
の
伝
播
・
普
及
と

い
う
、
国
際
的
な
潮
流
の
｝
端
を
成
し
て
い
た
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
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評轡

た
、
『
実
業
計
画
幅
が
決
し
て
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
、
革
命
運
動

低
調
期
の
消
閑
的
な
大
言
壮
語
や
孤
立
し
た
言
説
で
は
な
く
、
む
し
ろ
当
時

の
現
実
的
な
課
題
で
あ
っ
た
開
発
計
画
を
め
ぐ
る
言
論
状
況
と
呼
応
し
つ
つ
、

形
成
・
発
表
・
評
価
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
な
ん
と
欝
っ
て
も
孫
文
の
科
学
思
想
と
い
う
本
書
の
中
心
的
論

題
が
持
つ
斬
新
さ
は
、
や
は
り
特
筆
に
値
し
よ
う
。
無
論
、
こ
れ
ま
で
も
類

似
の
課
題
を
扱
っ
た
研
究
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ら
が

概
し
て
門
革
命
家
た
る
孫
文
」
の
一
側
面
と
し
て
彼
の
科
学
観
を
取
り
上
げ

て
い
た
の
に
対
し
、
本
書
は
孫
文
の
革
命
運
動
と
は
明
確
に
切
り
離
し
て
、

彼
の
科
学
思
想
を
検
討
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
研
究
者
が
政
治
的
目
的
に
奉
仕
す
る
（
あ
る
い
は
少
な
く
と
も

そ
れ
と
関
連
す
る
）
限
り
に
お
い
て
、
孫
文
の
科
学
観
に
言
及
し
て
き
た
の

と
は
異
な
り
、
著
者
は
孫
文
の
革
命
運
動
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
ず

彼
の
知
的
活
動
の
産
物
た
る
科
学
観
、
つ
ま
り
は
彼
の
世
界
観
の
形
成
過
程

を
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
か
に
も
見
え
る
。
こ
れ
は
、
は
た
し
て
孫
文
研

究
に
お
け
る
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
と
な
り
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

四

　
書
評
の
通
例
に
倣
っ
て
、
こ
こ
で
本
書
に
対
す
る
評
者
の
疑
問
点
を
述
べ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
あ
る
い
は
単
に
評
者
が
政
治
史
研
究
者
で
あ
る
た
め
か
も
し
れ
な
い
が
、

し
か
し
や
は
り
孫
文
の
科
学
思
想
と
革
命
運
動
と
の
関
係
を
知
り
た
く
思
う
。

本
書
に
お
い
て
は
、
「
生
元
」
論
と
「
先
知
先
覚
」
「
後
知
後
覚
」
「
不
知
不

覚
」
の
三
分
法
と
の
関
連
や
、
『
紅
十
字
会
救
難
第
一
懸
隔
を
東
京
民
報
社

が
再
版
し
た
こ
と
以
外
に
、
こ
の
課
題
を
め
ぐ
る
醤
及
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

無
論
、
こ
の
問
い
は
著
者
の
設
定
し
た
本
書
の
検
討
範
囲
を
越
え
る
、
朧
を

得
て
蜀
を
望
む
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
孫
文
が
革
命
運
動
を
開
始
す
る

以
前
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
以
後
に
お
い
て
も
貧
欲
に
科
学
知
識
の
吸

収
・
消
化
に
努
め
、
そ
れ
を
自
己
の
思
想
形
成
に
活
か
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、

本
書
が
詳
細
に
明
ら
か
に
し
た
通
り
だ
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
革
命
運
動
と
並

行
し
て
行
な
わ
れ
た
孫
文
の
知
的
活
動
が
、
ま
っ
た
く
非
政
治
的
な
も
の
だ

っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
先
例
と
し
て
は
、
中
村

哲
央
『
孫
文
の
経
済
学
説
試
論
』
（
法
律
文
化
社
、
　
九
九
九
年
）
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　
な
お
、
い
さ
さ
か
大
げ
さ
な
「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
」
と
い
う
比
喩
を

用
い
た
が
、
実
は
科
学
思
想
に
限
定
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
ま
ず
孫
文
の
抱

く
思
想
体
系
（
例
え
ば
哲
学
思
想
・
政
治
思
想
等
）
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、

そ
の
実
現
を
目
的
と
し
た
の
が
彼
の
革
命
実
践
で
あ
っ
た
と
い
う
、
い
わ
ば

流
出
論
的
な
孫
文
像
の
描
き
方
は
過
去
に
も
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ

の
最
も
極
端
な
も
の
は
、
か
つ
て
国
民
党
門
党
義
」
の
基
礎
と
し
て
構
築
さ

れ
た
、
壮
大
な
百
科
全
書
的
「
国
父
遺
教
」
だ
ろ
う
。
実
は
本
書
を
一
読
し

て
評
者
は
、
王
昇
（
松
田
憲
澄
訳
）
『
孫
文
思
想
』
（
市
民
書
房
、
一
九
七
八

年
）
を
思
い
起
こ
し
た
。
本
書
は
無
論
、
孫
文
を
偶
像
化
・
神
格
化
す
る

「
党
義
」
「
遺
教
」
と
は
異
な
る
の
だ
が
、
も
っ
ぱ
ら
彼
の
科
学
観
（
あ
る

い
は
世
界
観
）
を
検
討
対
象
と
し
た
た
め
、
そ
こ
に
は
著
者
も
言
及
し
て
い

る
陳
立
矢
の
唯
生
論
と
の
類
似
性
が
生
じ
て
い
る
。
単
純
化
し
て
言
え
ば
、

あ
る
体
系
化
さ
れ
た
世
界
観
を
抱
く
思
想
家
が
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
演
繹
的

に
現
実
世
界
を
改
造
す
べ
く
政
治
実
践
に
取
り
組
む
と
い
う
、
宗
教
家
・
救

世
主
的
な
孫
文
像
に
本
書
の
議
論
が
つ
な
が
る
よ
う
に
、
評
者
に
は
思
わ
れ

る
の
だ
。

115　（545）



　
革
命
家
が
｝
定
の
思
想
体
系
を
持
つ
の
は
不
自
然
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
当
然

の
こ
と
だ
が
、
孫
文
思
想
は
ス
ト
ッ
ク
よ
り
も
フ
ロ
ー
と
し
て
の
性
格
が
強

い
と
、
評
者
は
考
え
る
。
つ
ま
り
、
孫
文
の
脳
裏
に
体
系
化
さ
れ
た
網
羅
的

世
界
観
の
存
在
を
想
定
す
る
よ
り
も
、
千
変
万
化
す
る
革
命
運
動
・
政
治
状

況
下
の
様
々
な
他
者
と
の
接
触
・
交
渉
の
申
で
、
そ
の
時
々
の
必
要
に
応
じ

て
不
断
に
繰
り
返
さ
れ
た
喬
葉
・
情
報
の
入
出
力
、
す
な
わ
ち
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
に
評
者
は
着
目
し
た
い
。
無
論
、
孫
文
の
知
的
営
為
に

一
定
の
傾
向
・
構
造
を
見
出
す
こ
と
に
は
評
者
も
や
ぶ
さ
か
で
な
い
が
、
そ

れ
は
体
系
的
世
界
観
と
い
う
よ
う
な
静
態
的
・
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
柔
軟
か
つ
動
態
的
な
性
格
こ
そ
が
孫
文
思
想
の
最
大
の
強
み
で
あ
り
、

時
代
を
越
え
て
意
義
を
持
ち
続
け
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
孫
文
思
想
の
中
で
「
科
学
」
が
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か

は
、
ま
さ
に
本
書
の
問
題
提
起
を
受
け
て
評
者
自
身
も
改
め
て
考
え
る
べ
き

課
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
著
者
も
指
摘
す
る
「
生
兀
」
論
と
国
家
有
機
体
説

の
類
似
は
、
個
人
よ
り
も
国
家
・
民
族
の
自
由
を
強
調
す
る
「
散
沙
」
論
と

の
関
連
を
想
起
さ
せ
る
。
近
代
合
理
主
義
に
批
判
的
な
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
へ

の
（
問
接
的
？
）
共
感
も
、
「
酒
洋
文
明
の
限
界
扁
論
が
好
ま
れ
る
日
本
・

中
国
に
広
く
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
り
、
西
洋
民
主
主
義
体
制
の
超
克
へ
の
志

向
と
も
響
き
合
う
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
重
要
な
課
題
が
本
書
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

今
後
は
新
た
な
研
究
者
が
孫
文
を
め
ぐ
る
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
が
強
く
望

ま
れ
る
。

II6　（546）

（
勤
草
書
房
、
二
〇
　
四
年
）


